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術を行った脊髄髄内病変 61例中、術前に PET/CTを追加した 26例(42.6%)を対象と
した。 
【方法】PET/CTを撮影したのち、一人の検者によって関心領域（ROI）を設定し、
Maximum standardized uptake value(SUVmax)を測定した。FDG-PETにおいては、




ける FDG-PETの SULmax および MET-PETの SUVmax値は、両者とも MIB-1 index と相
関傾向を認めた。高悪性度腫瘍とそれ以外（低悪性度腫瘍および非腫瘍性病変）で
は、良好な感度・特異度をもってカットオフ値を設定できた。しかし、低悪性度腫
瘍と非腫瘍性病変との有意差は認めなかった。 
【結論】脊髄髄内病変に対する PET/CTは、高悪性度腫瘍においては術前診断ある
いは治療効果判定に有用であり、治療戦略を立てる際の新たな情報となりうる。し
かし、低悪性度腫瘍と非腫瘍性病変の鑑別は困難であった。今後、新たな
radiotracerの開発を含めた、更なる技術的改良が必要であると考える。 
 
 
